
令和４年度 秦野曽屋高等学校 不祥事ゼロプログラムの検証等 

 

○ 課題・目標別実施結果 

課  題 目  標 実施結果と目標の達成状況 

法令順守意識の向
上 

法令順守意識の向上
に努め、公務外非行
を防止する。 

一人ひとりの職員が教育公務員としての誇りを持ち、
常に高い倫理観と使命感のもとに行動することを心掛
け、法令を遵守した。 

職場のハラスメン
トの防止 

ハラスメント行為の
ない学校、職場を実
現する。 

セクハラ、パワハラがない職場づくりのため、不祥事
防止研修のほか、日常的に意識喚起するほか、管理職
が職員の面談を随時実施し、悩みを一人で抱えないよ
うに気を配った。 

生徒に対するわい
せつ・セクハラ行
為の防止 

わいせつ・セクハラ
行為のない学校を実
現する。 

生徒の指導に際しては、複数人で対応するなど組織的
な対応を徹底した。不祥事防止研修を実施するほか、
管理職が校内を巡回し、教員・生徒の様子を把握する
とともに、準備室の使用状況についても点検した。生
徒への連絡には個人的な端末を使用しないようにさら
に徹底していく。 

体罰・不適切な指
導の防止 

生徒の人権を尊重
し、体罰・不適切な
指導のない学校を実
現する。 

不祥事防止研修を実施するほか、全生徒対象のアンケ
ートを実施し、その結果に基づき、必要に応じて管理
職が職員と面談した。生徒の指導に当たっては、教員
としての自覚をもって一定の距離を取ることをさらに
徹底していく。 

入学者選抜、成績
処理及び進路関係
書類の作成及び取
扱いに係る事故防
止 

入学者選抜、成績処
理及び進路関係書類
の作成及び取扱いに
係る体制と手順を明
確にし、事故を防止
する。 

マニュアルを見直し、それに則った業務を徹底し、複
数で点検・チェックを行い、確認作業を徹底すること
で事故防止に努めた。成績処理や進路関係書類につい
ては当該グループによる作業手順書に従って業務に当
たり事故を防止した。 

個人情報等の管
理、情報セキュリ
ティ対策 

個人情報などを適切
に管理するととも
に、情報セキュリテ
ィの日常的な管理と
事故防止を図る。 

個人情報の収集や保管、持ち出し及び返却について適
正な手続きを徹底することで事故を防止した。重要度
に応じてファイル管理を徹底し、個人情報の流出等を
防止した。 

交通事故防止、酒
酔い・酒気帯び運
転の防止、交通法
規の順守 

生徒に交通安全教育
を行う側としての自
覚をもち、自ら交通
違反・交通事故を起
こさない。 

安全運転を心掛け、時間と気持ちに余裕をもった安全
運転を励行するとともに、飲んだら乗らない、運転し
ないを徹底し、交通法規を遵守することで事故ゼロを
実現した。 

会計事務等の適正
執行 

私費会計基準を遵守
し、適切で円滑な会
計処理に努める。 

私費会計基準の留意事項や外部包括監査の結果を職員
に周知し、適正な帳票の作成と迅速な会計処理に努め
た。また、財政事務調査の結果を全職員に周知した。 

 

○ 令和４年度不祥事ゼロプログラム全体の達成状況と令和５年度に取り組むべき課題 

（学校長意見） 

   わいせつ事案の根絶を最重要課題と位置付けた県の方針を踏まえ、本校でも、日常的に職員や

生徒からの情報に耳を傾けるとともに、敷地内巡視を実施した結果、わいせつ事案は発生しなか

った。今後もこの取組みを続けるとともに、特に、生徒への連絡に用いている Google Classroom 

の使用方法について、事務的な伝達に限定するといったことを徹底していく。さらに、日常的な

生徒との会話から生徒を指導する場面まで、教育公務員としてふさわしい距離感で生徒と接する

ことも徹底していく。 

   令和５年度においても、「風通しの良い職場」を目指し、同僚性を醸成するとともに、必要に

応じて、管理職やグループリーダーから注意喚起して、事故・不祥事を未然に防いでいく。 


